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拝啓 

ナルク会員の皆さまには、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

日頃は、ナルクの諸活動に多大なご支援・ご協力をいただき、心から感謝いたします。 

ナルク埼玉西拠点は平成 13 年（2001 年）6 月 17 日にナルク埼玉拠点から独立、設立されました。

2025 年度は四半世紀目の節目の年を迎えます。さらなる飛躍に向け、会員皆さまと顔合わせ、心合わ

せを重ね、楽しいナルク、安心のナルク、感動のナルクを目指しましょう。 

令和 6 年度、ナルク本部ではマスコットキャラクターを発表し、各拠点での広報活動のバックアッ

プ体制を敷くとのことです。また、11 月には関西を会場としたナルリンピックの開催も企画していま

す。今、まさに設立時の原点である「自立・奉仕・助け合い」の理念をしっかりと確認し、実践するこ

との大切さを再確認したいものです。 

さて、ナルク埼玉西拠点の定時総会を 6 月 16 日（日）13 時 30 分から下記のような内容で開催しま

す。ご多忙とは存じますが、会員皆さま多数ご参加いただきますようお待ち申し上げます。                               

敬具 

  【ナルク埼玉西拠点定時総会】 式次第 

  開催日時   2024 年 6 月 16 日（日）13 時 30 分～15 時 30 分(予定) 

  会  場   新所沢公民館 学習室 1 号 （所沢市緑町１－８－３） 

         電話 04－2924―2955 西武新宿線「新所沢」駅西口から徒歩 8 分 

    13：30～ ・開会宣言 司会者 

         ・議長選出 議長あいさつ 

         ・代表あいさつ ナルク埼玉西代表 

         ・議事審議 第 1 号議案 2023 年度活動報告及び財務報告の件 

               第 2 号議案 2024 年度事業計画(案)及び収支予算(案) 

               第 3 号議案 ナルク埼玉西拠点運営規則改正（案）の件 

               第 4 号議案 運営委員改選(案)の件 

            質疑応答 裁決      第 2 部 出張講座は裏面参照 

【発行】NPO(特定非営利活動)法人 

    ナルク(NALC)埼玉西 

【事務局】〒359-1106 

    所沢市東狭山ヶ丘 1-45-17 

田淵頼孝(代表)方 

Tel   04-2926-9787 
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【第 2 部】14：１0～ 出張講座【あなたを狙う悪徳商法】 

                    講師・埼玉県金融広報アドバイザー 根橋好美 様 

      高齢者にとって悪徳商法は深刻な問題です。講師は、消費者問題とりわけ悪徳商法への対

応について、経験豊かで実践的な活動歴があり、学ぶべき課題を解明して頂けるなど、関心

と興味を持ってお話が聞けます。質疑応答の時間も設けたいと思います。 

※関心のあるお友達を誘って、参加頂いても構いません。 

                     15 時 30 分終了予定 

☆     ☆     ☆     ☆     ☆     ☆ 

ナルク活動の PRに一役 

 坂戸市市民活動フェアに参加 
 ナルク埼玉西拠点東上地区の川越・坂戸のグループは、去る 3 月 23 日（土）同市内入西（にっさい）

地区の入西地域交流センターで開かれた「坂戸市市民活動フェア」に参加してきました。このフェア

は、市内で活動するＮＰＯやボランティア組織など 26 団体が一堂に会し、活動を広く市民に展示、紹

介、販売や演技を披露するなどして、それぞれが得意とする市民活動を知ってもらうイベントとして毎

年開かれてきています。 

ナルクののぼり旗掲げ、3枚のパネル展示で紹介 

ナルクは、ナルクののぼり旗を掲げ、時間預託制度など 3 枚のパネルを展示、エンデイングノート

も展示、ナルク新聞や入会資料などを会場に訪れた市民に配布、説明するなどナルクのＰＲに努めまし

た。 

時間預託制度は将来助けてほしい時に、いい制度ですねと好評 

中でも、ナルクの理念（自立・奉仕・助け合い）の紹介やナルクの特徴である【時間預託制度】を具

体的に説明。その素晴らしさ、超高齢社会を迎え、元気なうちはささやかでもボランンテイア時間を重

ね、蓄え、いずれ助けてほしい、支えてほしい時に時間預託を使って、助けて貰う仕組みに関心がある

人など、会場を訪れた 900 人近い市民にＰＲ活動をしてきました。 

 

ボランテイアは、できることを 出来る時に できる方法で 

同時に、ナルクが全国組織であることも売りの一つで、関心度もあったかと思います。ボランテイア

は、できることを、できる時に、できる方法で取り組めばいいという説明に定年後の生きがいづくりに

も役立つことなど関心がありました。即、会員増にはつながってきませんが、いずれ静かにいつの日か

会員増につながることを期待するばかりです。 

                                顧問・飯田記 

 


